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	1 計画タイトル：　X線分光撮像衛星 XRISM
	1
	2 問い合わせ先：　前島弘則 / 田代　信、JAXA宇宙科学研究所
	1
	3 マスタープラン提案時の提出元として想定される大学・機関・部局等：
	1
	4 マスタープラン2017への採否状況：新規
	1
	5 計画状況　（実施中・提案中）：実施中
	6 計画実施時期：
	7 総経費および予算プロファイル： 総開発費241億円（予算プロファイルは検討中）
	1
	8 計画の概要： 本計画は先行計画であるASTRO-H (ひとみ)の後継として計画された。「ひとみ」 は、JAXA とNASA、ESA およびプロジェクト参加各機関によって開発され、2016 年2 月17 日に打ち上げられ、観測装置は予定の動作と性能確認がなされた。しかし、観測が本格化する直前に、姿勢異常を原因とする一連のトラブルによって太陽電池パドルを失ったと推定される状態に陥り、活動を停止した。本「X線分光撮像衛星（XRISM）」は、「ひとみ」の科学成果を早急に回復すべく計画された。XRISM...
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	9 目的、学術的意義、当該分野・社会等での位置づけ：
	1
	10 実施内容（実施機関・体制、国際協力等を含む）：
	1
	11 現在までの準備・実施状況：

